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ユラ　インプレッサX90 取り扱い説明書-1（各部の名称と併せてご覧ください。）

（1）基本操作

①電源投入
電源コードを100V15アンペアの電気容量を確保さ
れた単独ブレーカーよりのコンセントに差し込みま
す。※注意　必ず本機単独でご使用ください。
水タンクに水を入れ、豆ホッパーに豆を入れます。
※注意　お湯、ミネラルウォーター、電解水等は
使用しないでください。
ON/OFFスイッチ(H)を押します。

②ウォーミングアップ
ディスプレイ(I)にPLEASE WAITの文字が表示され
ます。

③リンス
数分でディスプレイ(I)にRINSE UNITの文字が表示
されます。
リンスボタン(G)を押し、リンスを行います。
表示がSELECT PRODUCTに変り抽出可能となりま
す。

④コーヒー（一杯取り）の抽出
(C)(E)(F)のメニューボタンのいずれかを押
しコーヒーを抽出します。
このときコーヒーカップは２本のコーヒー抽出口
の中心に置いてください。

⑤コーヒー（２杯取り）の抽出
(B)(D)いずれかを押し、２本のコーヒー抽出口
それぞれのコーヒーが注がれるようにカップを並べ
て置きます。

⑥排水とコーヒー粕の捨て方
３０～４０杯の抽出でEMPTY GROUND（粕ケース
を空にしてください。）が表示されます。
ドリップトレイ(W)を手前に軽く持ち上げるように
引きだします。
この時ドリップトレイに貯まった排水も捨ててくだ
さい。
粕ケース(U)を引きだし中に貯まった粕を捨てます。
ドリップトレイと粕ケースを水で簡単にすすぎ、元ど
おりセットしてください。

③ミルクフォームの抽出
牛乳調整ノブ(c)を（ア）または（イ）の位置にあわ
せ、カプチーノカップまたはミルクピッチャーをス
チーム出口の下に構え、定量スチームボタン(a)また
は連続スチームボタン(b)を押します。
定量スチームボタンはあらかじめ設定された量のフ
ォームドミルクを供給し、連続スチームボタンはも
う一度押されるまで連続して供給し続けます。
※どちらのボタンも再度押すことで中断されます。
※しばらく使わない場合は水を吸わせるなどして
洗浄してください。

④泡立ちと温度の調整
（ア）の位置にレバーを倒すと泡立つミルクになり
ます。+-で温度調整ができます。
（イ）の位置にレバーを倒すと泡立ちのないミルク
になります。+-で温度調整ができます。

（３）給湯
　給湯ノブ(P)を右に回すとあらかじめ設定した量の
　お湯が給湯口から出ます。
　途中で止める場合は給湯ノブをもとに戻してください。

・ ・

（ア）　（イ）

●牛乳調整ノブ(c)を
閉じて牛乳を吸い込
まないようにします
。（※写真は閉じた
状態です。）
●定量スチームボタ
ン(a)をおしてスチー
ムのみの空出しをし
ます。
これでボイラー内の
余分な水分は抜けま
した。

※ドリップトレイ後端の電極部（下図）は歯ブラシ
などを使い念入りに清掃してください。特に円中。

排水が一杯になりますとEMPTY TRAYの表示が出ま
すのでドリップトレイに貯まった排水を捨ててくだ
さい。※この時も電極を清掃してください。

（2）オートカプチーノ使用方法
　①牛乳のセット
　オートカプチーノからのび
　ているチューブを牛乳紙パ
　ックまたは容器に移した牛
　乳に差し込みます。

②スチームボイラーの水抜き
まず、スチームボイラー内に余分な水が溜まってい
ますので空出しによって
取り除きます。
※連続使用の場合必要ありません。







重要!
オートカプチネーターを使用した後は
下図のように洗浄を行って下さい。

牛乳 水

カプチネーターの使用 吸入ホースの先をカップ
に入れた水に差し込む

自動スチームボタンを押す



C:分解したパーツを洗剤でつけお
き洗いし、汚れのひどい部分、特
にミルクの通る箇所はブラシ等で
こすり洗いした後よく洗い流し下
さい。

A:中ほど、ゴム部分を手前に折る
ようにして下に引き、B:図の様に
7点のパーツに分解します。

上記①～④の手順を踏んでもミルクの出が悪い場合は
以下をお試し下さい。

②連続スチームボタンを押しラン
プが点滅から点灯に変わったらも
う一度同じボタンを押します。

①250cc（ｽﾃﾝﾚｽｶｯﾌﾟの半分位）のぬるま
湯に対し5％（12.5cc/付属の計量ｶｯﾌﾟ
使用）のラテ・ウォッシュ（注*1）
をよく溶かして洗浄液を作り、ミル
クチューブの先を浸します。
オートカプチネーターの下には空の
容器を置きます。

④今度はカップにきれいなぬるま
湯を1杯注ぎ、その中にミルクチュ
ーブの先を浸し、オートカプチネー
ターの下には空の容器を置きます。
連続スチームボタンを押してチュー
ブ内に残った洗剤をすすぎます。

③洗浄液がミルクチューブを通って
吸い上げられ、オートカプチネータ
ー内部を洗浄した後、空の容器に
はきだされます。洗浄液がなくな
ったら、再度連続スチームボタン
を押して吸い上げを終了します。

定量スチーム
連続スチーム

オートカプチーノの洗浄

汚れのひどい時・・・
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まぜるな危険！換気注意
塩素系洗浄剤：酸性製品と
混ぜると有害ガスが発生。

（注*1）

（ラテウォッシュは販売代理店または
㈱コントラストにご注文ください。）
1本（1.8ｋｇ）で4～5ヶ月お使いいただけます。

A

B

空の容器 空の容器

洗浄液 ぬるま湯

C





以下のようなサインが出たらカ
ルシウム除去が必要です。
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警告音が鳴りますので、給湯
ノズルの下に容器を移動してく
ださい。

PRESS
CALC

インプレッサX90カルシウム除去マニュアル

この作業に約６分間
かかります。

コーヒ抽出やお湯の供給は
できますが、出来るだけ速やか
にカルシウム除去を行って下さい。

カルシウム除去は約５０分
掛かります。

この作業は中断できません。

機械の電源スイッチをoffに

マシン内部が完全に冷えるまで
数時間待ちます。

マシンが冷えたら水タンク
を本体から引き抜き、残っ
た水を捨ててください。

本体前面扉の裏の操作パネルで
下記右下のカルシウム除去スイ
ッチをピッと音が鳴るまで
長押しします。

トレイを抜きだし、貯まった水や
粕を捨て十秒以上の間隔を置いて
再び差し込みます。

カルシウム除去剤３錠と正確に
６００ccの水を水タンクに入れ
ます。カルシウム除去剤が発泡し
ながら解け出します。
再び水タンクを本体にセットし、
完全に薬品が溶けたのを確認し
カルシウム除去スイッチを押し
ます。

必ずJURA社純正の
カルシウム除去剤をお使い
ください。
市販品のご使用は保証を
受けられません。

カプチネーターを取り外し、ステ
ンレスカップまたは大振りのカッ
プをノズルの下に置きます。

給湯側に切り替えます。

この作業は１０分間
掛かります。

再びカルシウム除去
スイッチを押します

再びカルシウム除去
スイッチを押します





　　　　　　　　　　　毎日の洗浄の前とコーヒーの出が悪い時行って下さい。

(抽出ユニット内のフィルターに
付着したコーヒー粉汚れをふき取る。)

まずリンスを行います。
ドリップトレーを外します。
本体内部を斜め下から覗いて下さい。
図①のように抽出ユニットがみえます。
（緑で囲んである部分）
フィルターは抽出ユニットの
「斜めになった茶色の板（赤囲み）」の
上奥にあります。

図②のように茶色の板を指で伝って
上のほうへ向かうと
丸く平らな金属フィルター
にさわれます。
(真ん中がネジ止めされている為
へこみが有ります)
それに付着したコーヒーの粉を
キッチンペーパー/布巾等で
拭き取ってください。
綺麗に拭き取ったら
再びリンスボタンをおして
すすぎをして下さい。

抽出口の片側だけ出が悪い時

抽出口の片側内部にコーヒーの汚れが溜まって
抽出口が詰まっているのが原因です。

詰まっている側の抽出口を
図③のように、つまようじのような細いもので
下から優しくつついてみて下さい。
何度かつついたら、リンスボタン
（電源ボタン右横の水滴マーク）
を押してください。
抽出口からの出が良くなりましたら
続けて洗浄タブレットを使った
毎日の洗浄を行ってください。

上記を試してみても出がよくならない場合は、
抽出口内部で汚れが固まってしまっている
可能性が考えられます。
洗浄不足が原因です。
この場合修理が必要となります。

抽出口の詰まりを防ぐ基本は
＊洗浄タブレットを使用した毎日の洗浄と
＊出口、及び周辺の汚れを綺麗に清掃する事です。

図①

図②

図③




